
各部の説明

    （REC）キー
短押し ：グループや項目選択時、下方向に変わります。
長押し：受信音声を録音・再生することができます。
            操作方法は裏面に記載の“相手の声を録音・
            再生する”を参照してください。

    キー
短押し ：グループや項目選択時、上方向に変わります。
長押し：個人リストが表示されます。  [▼]/[▲] キーで個人の相手局を選び
            セカンド PTT を押して通話します。

オプション接続端子
オプションのタイピンマイク、スピーカーマイクを
接続します。

－ （CUE）キー
短押し ：あらかじめ設定した機能を決定する時に押します。
長押し：グループのメンバーに、重要な連絡をアラームと表示で通知します（CUE 機能）。

メイン PTT

いつでもメイン PTT を押して話すだけで画面の一番上に
青色で表示されている“ホームグループ”との通話ができ
ます。

メイン PTT を押して話すことで、相手が話をしている
最中でも電話のように通話（同時通話）ができます。
● 複数の相手と同時通話をすることができます。
● 連続送信が 5 分続くと、自動的に送信を停止します。

相手が話をしている最中でも、電話のように通話（同時
通話）ができます。
● 複数の相手と同時通話をすることができます。
● 連続送信が 5 分続くと、自動的に送信を停止します。

画面一番上の青色のホームグループで通信する

下の画面表示は、自分が所属している“管理本部”をホームグループにして、
その他必要に応じて通信を行う“東京営業”や“大阪営業”のグループが
登録されている時の表示例です。
本機を使用する前には必ず、これらのグループのメンバー登録をお買い上げの
販売店にご依頼ください。

セカンド PTT
ホームグループ以外のグループや個人の相手と通信する

電源 / 音量調節ツマミ
● 長押しして電源をオン / オフします。
● 左右にまわして音量を調節します。

USB（Type-C）端子
パソコンや USB 充電器で充電することができます。

LED ランプ
赤色点灯：送受信中（同時通話時）
               送信中（交互通話時）
緑色点灯：受信中
黄色点滅：CUE 信号受信時
赤色点滅：ローバッテリー
　　　　　（充電してください）

電源オフで充電中の時
※充電器で充電中は点灯
　しません。

赤色点灯：充電中
緑色点灯：充電完了

マイク

戻るキー
短押し ：一つ前の画面に戻ります。
長押し：各キーを押しても動作しないようにロック
            します。もう一度長押しするとロックは
            解除されます。

リストキー
長押し：ホームグループを変更できます。長押ししてからグループを [▼]/[▲] キーで選び [－] キーを短押しします。詳しくは裏面に記載の“画面
            一番上のホームグループを変更する”を参照してください。選んだホームグループとは、いつでもメイン PTT を押すだけで通話できます。
短押し ：ホームグループ以外のグループを変更できます。短押ししてからグループを [▼]/[▲] キーで選び [－] キーを短押しします。詳しくは、
            裏面に記載の“通信履歴にないグループを選んで通信する”を参照してください。選んだグループとは、セカンド PTT を押して通話します。

設定キー
短押し ：送信・受信の履歴やあらかじめ登録してあるテキストメッセージ
            （最大10 種）の送信、受信したテキストメッセージを見ることができ
            ます。操作方法は裏面に記載の“送信履歴 / 受信履歴から通信先を選
            ぶ”または“テキストメッセージの送信・受信”を参照してください。
長押し：無線機の設定を行う設定画面が表示されます。

12:34

ホームグループ管理本部

東京営業

大阪営業

① [▼]/[▲] キーを押してグループや個人の相手局を選ぶ

② セカンド PTT を押して話すと、大阪営業のグループに
    接続されて話ができます。

例 ： 大阪営業を選択
（赤色の枠が移動します）
個人の相手局を選択すると緑色の枠になり
ます

大阪営業が二段目に繰り上がる
（赤色で表示されます）
個人の相手局の場合は緑色で表示されます

12:34

管理本部

東京営業

大阪営業

12:34

管理本部

大阪営業

東京営業

PTT の動作について
PTT の動作は、下記のどちらかを選択できます。
● 一度押すと、それ以降は PTT を放しても送信を保持して通話ができ、もう一度
    押すと送信が終了するワンタッチ動作（トークスイッチ）。
● 押している間だけ送信、放すと送信を終了します（プレス ツー トーク）。

以下の操作で設定します。
1. [設定] キーを長押し → [▼]/[▲] キーで“PTT 設定”を選ぶ → [－] キーを押す
2. [▼]/[▲] キーで“トークスイッチ”または“プレス ツー トーク”を選ぶ
3. [－] キーを押す → [ 戻る ] キーを押す

多い

点滅 点滅

なし なし
点滅したらすぐに充電して
ください

少ない少ないあり

バッテリー持続時間 ： 20時間以上
※SBR-44LI使用時、単信方式(交互通話）
　Bluetoothオフ、GPSオフ、Wi-Fiオフ
　送信5 ： 受信5 ： 待受け90の割合による運用時を想定

表
示
な
し

12:34 電池残量表示
（満充電の時は表示されません）
ホームグループ

（メインPTTを押すといつでも通話できます）
ホームグループ以外のグループ/個別宛先

（セカンドPTTを押すと通話できます）
グループと個別宛先の通信履歴
● [▼]/[▲]キーを押して今までの通信履歴をスクロールして確認できます。
● 選んだ相手とは、セカンドPTTを押すとすぐに通話できます。

・・・

現在の時刻

受信電波の強度表示
（圏外の時は表示されません）
Wi-Fiに接続している時は

“　 ”が点灯します。

BluetoothⓇ動作時点灯
テキストメッセージ受信時点灯 GPS測位時点灯

充電中点灯

管理本部

東京営業

大阪営業

携帯型業務用 IP 通信機

 	 BluetoothⓇ 付き

	 BluetoothⓇ なし

充電のしかた（充電時間は約 5 時間※ 1）
オプションのシングル充電器または連結型ツイン充電器で充電しま
す。また、パソコンと接続して充電※２することもできます。
※１：バッテリーを使い切った場合の充電時間の目安です。
※２：充電時間は充電器での充電より長くなります。

注意
・	+5℃～+35℃の温度範囲内で充電してください。
・	充電が完了したら無線機を充電器から取り外してください。

挿し込む

赤色点灯 ： 充電中
緑色点灯 ： 充電完了

ACアダプタを
コンセントに挿し込む

無線機のUSB端子でも
充電できます。

USBケーブルを
チャージャースタンドと
ACアダプタに挿し込む

付属品 / オプションの取り付けかた
アンテナ / オプションマイクの取り付け

注意
アンテナを外した状態で送信しないでください。送信回路が破損
することがあります。

時計方向にまわして
取り付ける

リチウムイオンバッテリーの取り付け / 取り外し

①
②
スライドさせて

②ラッチを矢印の方向に上げる

「カチッ」と音がするまで押す

①ロックプレートをスライドさせて
ロックを解除する

取り付けかた

取り外しかた

ロックプレート

ロックロック解除

ベルトクリップ / ハンドストラップの取り付け
ベルトクリップは、必ず付属のネジを使用して取り付けてください。

付属のネジ

    

誤ってキーを押しても動作しないように
キーの動作をロックする

[ 戻る ] キー長押しでロックのオン /オフ

12:34

管理本部

東京営業

大阪営業

ロック

約1秒間“ロック”が点灯してロックされます。
ロックを解除するには、もう一度 [戻る ] キーを長押しします。
約１秒間“ロック解除”が点灯してロックが解除されます。

補足 メインPTT、セカンドPTT、音量調節ツマミもロックすること
ができます。必要な場合は、お買い上げの販売店にご依頼ください。

電源のオン / オフ
電源オン：本体上面のツマミを画面が点灯するまで押し続けます。

回線に接続して通信ができるようになるまで約40秒程度
かかります。

電源オフ：１.	 本体上面のツマミを押し続け“再度長押しで電源を切
ります”が表示されたら放します。

２.	“再度長押しで電源を切ります”が表示されている間に、
本体上面のツマミを“終了処理中”が表示するまで押
し続けます。

電源オン時の表示 電源オフ時の表示
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管理本部

東京営業

大阪営業

12:34

管理本部

東京営業

大阪営業

再度長押しで
電源を切ります

12:34

管理本部

東京営業

大阪営業

終了処理中

SRNX1X

EN019U000 (2206S-CS)

当社製品をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。
本機の機能を十分に発揮させるためにも、この取扱説明書をよくお読み
のうえ、正しくお使いください。

本機をご使用になる前に
本機を使用する前には必ず、以下の契約と設定をお買い上げの販売店
にご依頼ください。

●	NTT ドコモとの回線契約
本機はNTT ドコモの LTE 回線を使用して通信を行いますので、
ご使用になる前に回線契約が必要です。

●	同時通話（複信方式）/ 交互通話（単信方式）
本機の通話方法は、電話のように自然に話をすることができる“同
時通話”または、PTTを押しながら話をして、相手の声を聞くと
きはPTTを放す“交互通話”のどちらかを選択できます。

●	ホームグループ / グループ / 個別宛先
本機の通信相手として、自分が所属する“ホームグループ”とそ
の他の“グループ”、“個人の宛先”の登録をして、必要に応じて
グループを切り替えて通話をすることができます。

取扱説明書



画面一番上のホームグループを変更する
画面の一番上に青色で表示されている“ホームグループ”を変更
できます。

補足 グループのメンバーの登録・変更は、設定ソフトでプログラム
します。必要な場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。

ホームグループ以外のグループや
特定の個人と通信する

“ホームグループ”以外のグループや特定の個人との通信も、通
信履歴から宛先を選んでセカンドPTTを押すだけで通信できる
“フリップ・フロップ機能”で簡単に行えます。選択した接続先
は表示場所が繰り上がり、現在接続されていることが確認できま
す。通信履歴にないグループや個人の相手も、リストから選んで
簡単に通信することができます。

補足
グループのメンバーや個人宛先の登録・変更は、設定ソフト
でプログラムします。必要な場合は、お買い上げの販売店に
ご相談ください。

■ 通信履歴にないグループを選んで通信する
グループリストから接続先を選んでセカンドPTTを押すだけで
通信できます。

■ グループ内に合図を送る（CUE 機能）
重要な連絡をグループのメンバーにアラームによって通知できます。
例えば対面の接客中であっても、接客相手に知られずにグループ内に
合図を送ることができます。

補足 アラーム音（３種類）と音量の変更は、設定ソフトでプログラム
します。必要な場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。

CUE信号を受信すると

ピロロッ！

黄色点滅

[－] キーを長押しするだけで
現在選択しているグループや
個人にCUE信号を送信します

CUE送信者

12:34

管理本部

東京営業

大阪営業

鈴木
ＣＵＥ受信

■ テキストメッセージの送信・受信
あらかじめ登録されたテキストメッセージ（最大10件）を送受信で
きます。音声で連絡ができない場合などに返信メッセージとして相手
に伝えることができます。受信したメッセージは記録されますので、
後から確認することができます。

補足 テキストメッセージの登録・変更は、設定ソフトでプログラムし
ます。必要な場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。

テキストメッセージを送信する
テキストメッセージは、現在選択しているグループや個人に送ること
ができます。

①

②[▼]/[▲] キーを押して“テキスト
メッセージ”を選ぶ

④[▼]/[▲] キーを押してメッセージを選ぶ

①[設定 ]キーを短押し

⑤[－] キーを押すとメッセージを送信

③[－] キーを押す

テキストメッセージを選択

12:34
機能

テキストメッセージ
ログ

例 ： 連絡下さいを選択

12:34
機能

電話して下さい
連絡下さい
無線機で呼んで下さい
今、連絡できません

受信したテキストメッセージを見る

①

②[▼] キーを押して“ログ”を選ぶ

④[▼]/[▲] キーを押してメッセージを選ぶ

①[設定 ]キーを短押し

⑤[－] キーを押すとメッセージの内容を表示

③[－] キーを押す

ログを選択

12:34
ログ

03/14　09:15  
東京本部
03/10　10:30
鈴木

メッセージを受信すると点灯
12:34

管理本部

東京営業

大阪営業 12:34
機能

テキストメッセージ
ログ

メッセージを選択
： 未読メッセージ
： 既読メッセージ

■ 送信履歴 / 受信履歴から通信先を選ぶ
送信および受信の履歴をリストで確認できます。リストで選んだ相手
とは、簡単な操作で通信を開始することができます。

注意 ホームグループの送受信履歴は記録されません。

⑥

①

②[▼] キーを押して“ログ”を選ぶ

④[▼]/[▲] キーを押して履歴を選ぶ

①[設定 ]キーを短押し

⑤[－] キーを押す

⑥セカンドPTTを押して話す

③[－] キーを押す
ログを選択

12:34
ログ

03/14　09:15  
鈴木
03/10　10:30
東京本部

12:34
機能

テキストメッセージ
ログ

例 ： 鈴木を選択
（赤） ： 送信履歴
（緑） ： 受信履歴

鈴木に変更される
（緑色で表示されます）

12:34

東京本部

鈴木

東京営業

①

②

②③②

[▼]/[▲] キーを押してグループを選ぶ
①[リスト ]キーを長押し

③[－] キーを短押しして終了

例 ： 東京本部を選択
（赤色の枠が移動します）

東京本部に変更される

12:34
所属グループ

管理本部
東京本部
大阪営業所
仙台営業所

12:34

東京本部

東京営業

大阪営業

④

①

②

②③②

[▼]/[▲] キーを押してグループを選ぶ
①[リスト ]キーを短押し

③[－] キーを短押し

④セカンドPTTを押しながら話す

例 ： 仙台営業を選択
（赤色の枠が移動します）

仙台営業に変更される

12:34
グループリスト

管理本部
東京営業
大阪営業
仙台営業

12:34

東京本部

仙台営業

東京営業

・相手が話をしている最中でも、セカンドPTT を押して話すと	
電話のように通話（同時通話）ができます。
・複数の相手と同時通話をすることができます。

■ 通信履歴にない個人局を選んで通信する
個人リストから接続先を選んでセカンドPTTを押すだけで通信
できます。

注意 圏外または電源をオフにしている相手局はグレーで表示され
て選択できません。

④

①

②

②③②

[▼]/[▲] キーを押して個人を選ぶ
①[▲] キーを長押し

③[－] キーを短押し

④セカンドPTTを押しながら話す

例 ： 佐藤を選択
（赤色の枠が移動します）

佐藤に変更される
（緑色で表示されます）

12:34
個人リスト

青木
加藤
佐藤
田中

12:34

東京本部

佐藤

東京営業

・相手が話をしている最中でも、セカンドPTT を押して話すと	
電話のように通話（同時通話）ができます。

便利な機能

■ 相手の声を録音・再生する
残しておきたい用件（受信音声）を録音することができ、いつでも再
生して内容を確認することができます。

相手の声を録音する（最大５件）

補足 録音時間（15秒 /30秒 /60秒）の変更は、設定ソフトでプログ
ラムします。必要な場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。

① ④

②

②③②

[▼]/[▲] キーを押して“録音”を選ぶ
①[▼] キーを長押し

④[▼] キーを長押しで録音停止

③[－] キーを押すと録音開始

録音を選択

録音経過時間
あらかじめ設定してある録音
時間が経過すると録音は停止
します。

12:34

管理本部

東京営業

大阪営業

15

12:34
ボイスレコーダー

録音
再生

録音中

録音した音声を再生・消去する

①

②[▼]/[▲] キーを押して“再生”を選ぶ
①[▼] キーを長押し

⑤再生中に [▼]/[▲] キーを押すと他の
録音内容を再生

④[－] キーを押すと再生を停止

③[－] キーを押すと最新の録音内容を再生

再生を選択

録音された日時

12:34

管理本部

東京営業

大阪営業

03/14  12 :34

12:34
ボイスレコーダー

録音
再生

再生中

録音した音声を消去する
1.	 再生中に [▼ ] キーを長押し
2.	 [ ▲ ] キーを押して“はい”を選択
3.	 [ － ] キーを押すと消去されます

設定モードの基本的な操作方法
本機を使用目的にあった状態でご使用いただくために、下表の設定を
することができます。設定は以下の方法で行います。
1.	 [ 設定 ] キーを長押しします。
2.	 [▼]/[▲]キーを押して設定したい項目を選んで[－]キーを押します。
3.	 [▼ ]/[▲ ]キーを押して希望の設定を選んで[－]キーを押します。
4.	設定が終わったら [戻る ] キーを押して終了します。

BluetoothⓇ 機能の ON/OFF（SRNX1のみ表示します）
オプションの BluetoothⓇヘッドセット SSM-BT10 を使用して、	
ワイヤレスで通話を行うことができます。

Wi-Fi による通信
NTTドコモの通話圏外でも、Wi-Fiを使用して通信することができます。

ノイズキャンセル機能
周囲の騒音を抑えて、明瞭な音声を送信することができます。

マイクゲインの設定
マイクの感度を“大きい”“標準”“小さい”から選択できます。

PTT の動作設定（VOXは交互通話時のみ選択できます）
プレスツートーク	：	押すと“送信”、放すと“受信”になります。
トークスイッチ	 ：一度押すと再び押すまで送信状態を保持します。
VOX	 ：話をすると自動的に送信状態になり、話をやめると

自動的に受信状態に戻ります。
TX ビープの音量調節
送信開始時に鳴るビープ音の音量を“OFF”“大きい”“標準”“小さい”	
“ノブ連動”（音量調節ツマミに連動します）から選択できます。

RX ビープの音量調節
相手局の送信終了を知らせるビープ音の音量を“OFF”“大きい”“標準”	
“小さい”“ノブ連動”（音量調節ツマミに連動します）から選択できます。

キービープの音量調節
無線機を操作した時に鳴るビープ音の音量を“OFF”“大きい”“標準”	
“小さい”“ノブ連動”（音量調節ツマミに連動します）から選択できます。

GPS 機能の ON/OFF
GPS信号を受信して自分の位置情報を取得できます。

バックライトの点灯時間の設定
画面とキーの照明が点灯する時間を“15 秒”“30 秒”“60 秒”	
“120秒”“常時点灯”から選択できます。

自局情報の表示
無線機に設定してある「Radio ID」「ユーザー名」「デフォルトグループ」「ネッ
トワークの接続状態」「IMEI」「ソフトウェアのバージョン」を表示します。

リセット
無線機の設定を初期化して、お買い上げ時の状態に戻します。

Wi-Fi に接続して通信する
NTT ドコモの LTE 回線の通話圏外でも、Wi-Fi を使用して通信する
ことができます。
1.	 [ 設定 ] キーを長押しします。
2.	 [ ▼ ]/[ ▲ ] キーを押して“Wi-Fi”を選び [ － ] キーを押します。
3.	 [ ▼ ] キーを押して“ON”を選び [－ ] キーを押します。
4.	Wi-Fi のリストが表示されたら [ ▼ ]/[ ▲ ] キーで接続したい
Wi-Fi を選びます。

5.	 [ － ] キーを押すとパスワード入力画面にな
ります。[ ▼ ]/[ ▲ ] キーで文字を選択して
[－ ] キーで確定します。
abc	 ：小文字入力画面になります。
ABC	 ：大文字入力画面になります。
123	 ：数字および記号入力画面になります。

ABCabc123

接続

k l m n o p q r s t
u v w x y z

ABCabc #%^123

Space

a b c d e f g h i j

#%^	 ：記号入力画面になります。
Space	：カーソルの位置にスペースを入力します。
	 ：カーソルの左側の文字を消去します。

6.	 [ ▼ ]/[ ▲ ] キーを押して“接続”を選び [－ ] キーを押します。
7.	コネクト完了画面が表示された後、Wi-Fi での通信ができるように
なります。

BluetoothⓇ ヘッドセットを使う
BluetoothⓇ機能は SRNX1 でのみ使用できます。
オプションの BluetoothⓇヘッドセット SSM-BT10 を使用して、	
ワイヤレスで通話を行うことができます。
1.	SSM-BT10 のマルチファンク
ションボタンを３秒以上押してペ
アリング（接続）モードにします。

2.	 [ 設定 ] キーを長押しします。
3.	“Bluetooth”が赤枠で選択されて
いますので [－ ] キーを押します。

マルチファンクションボタンを
３秒以上押す

赤と青の点滅に
なります

4.	 [ ▼ ] キーを押して“ON”を選び [－ ] キーを押します。
5.	ヘッドセットのリストが表示されたら [ ▼ ]/[ ▲ ] キーで SSM-
BT10を選び [－ ] キーを押します。

6.	ペアリングが完了すると、画面左上に“ ”が点灯します。
7.	 [ 戻る ] キーを２回押すと、BluetoothⓇヘッドセットが使えるよ
うになります。

送信する時はSSM-BT10のマルチファンクションボタンを押してく
ださい。もう一度押すと受信に戻ります。


